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 播磨町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画策定委員会（第２回）議事録 

開 催 日 時 令和５年９月１日（金） 午後１時 30分～午後３時 10分 

開 催 場 所 播磨町役場第１庁舎 ３階ＢＣ会議室 

出 席 者 委 員 （１５名） 

欠 席 者 （１名） 

事 務 局 （６名） 

協 議 事 項 

（１）高齢者福祉計画（第 10次）及び介護保険事業計画（第９期）の骨子案に 

ついて 

（２）８期計画の振り返りから９期計画に向けて 

（３）その他 

資 料 

第２回播磨町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画策定委員会次第 

資料１ 播磨町高齢者福祉計画（第 10次）及び介護保険事業計画（第９期）骨子案 

資料２ 施策体系図 

資料３ 播磨町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画評価シート 
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議        事        の        経        過 

発 言 者 発 言 内 容 

会長  あいさつ 

 

  それでは協議事項に入りたいと思います。 

次第２（１）高齢者福祉計画（第 10 次）及び介護保険事業計画（第９期）の骨

子案について、事務局より説明をお願いします。 

  

事務局 協議事項（１）高齢者福祉計画（第 10次）及び介護保険事業計画（第９期）骨

子案について説明 

  

委員  計画を読んでいまして、色々と考えられて数字を挙げておられますが、これ

と並行して、前回の時に話題になった高齢者のごみ出しの問題など、実際には、

どこかで変更して検討されているのでしょうか。 

  

事務局  これからの策定委員会の中で項目ごとに皆さんと協議していきたいと考えて

います。 

  

委員  役場は、前は各課が広くて、今は各課が小さくなって、それぞれ目的が課の

名前になっていて、私の印象としては、横のコミュニケーションが取れている

のかどうか気になります。 

 そういう意味で計画を立てる時に横の連絡ができるように、例えば、タスク

フォースといった形でされることを検討されていますか。 

  

事務局 具体的にはまだ何も決まっていません。この委員会は保険課が担当していま

すが、ごみの問題になると他の部署も必ず連携が必要になります。ご意見を、

意識して連携が取れるようにして対応していきたいと思います。 

  

委員 ありがとうございます。部署が細かくなり、各課の仕事の比重が増えている

ように思います。コミュニケーションを取っていただかないと、この計画を立

てても実効する時にさあどうするのだということになると思います。 

私のような者からしたら、何かしようとすると、個人情報の関係で民生委員

の方に頼ることになるので、民生委員の方に負担が掛からないようになればと

思います。 

前回、宮ノ裏の自治会の方ですごくいい活動をされていたので、良い事例を

共有できるような形で計画を実効できるように、幅広くコミュニケーションが

取れるように、無理なお願いで厚かましいですが、よろしくお願いします。 

  

事務局  ごみの収集の問題に差し掛かった時には皆さんから更にご意見をいただい
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議        事        の        経        過 

発 言 者 発 言 内 容 

て、少しでも前進できるように考えていきたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

  

委員  資料 16 ページで要支援が他の認定区分と比べて伸び率が高いというご説明

があり、兵庫県や全国の要支援１の割合から比べても高くなっているというの

は、何か理由がありますか。 

  

事務局  詳細は分かっていませんが、もともと播磨町は要支援１、２の軽い方が多い

です。当初はデイサービスを使いたいからというような、軽い気持ちで、申請

されていたことが始まりかと思います。実際、早くからサービスを使われてい

ることで逆に介護予防となり、軽い段階で収まっているとも考えられます。人

数は多いですが、それほど気にしていません。 

  

委員  ということは、認定を受けた方はサービスを利用されているということです

か。受けただけで実際利用していない方が結構いらっしゃるのかなとも思った

のですが、そうではないと。サービスを利用している方がいらっしゃるという

ことは、今後計画の中で要支援１の方が利用するサービスが増えていかないと

いけないという事ですよね。 

  

事務局  使われる人数が増えるということで、地域でサービスがあるかということで

すが、次の期には、総合事業をもう少し充実させなさいといけません。その中

でも訪問系サービスについては、今、播磨町ではシルバーエプロンが伸びてき

ている状況です。 

 逆に通所サービスに関しての緩和型の事業所も少ないですし、利用者が少な

いということで、現在は従来の事業所に頼っている状態です。それをこの期で

少し改善しないといけませんので、検討していこうと思っています。 

  

委員  質問です。資料１の５ページの右下、進行管理の部分ですが、進行管理につ

いては、関係機関と参画する協議会２つの名前が挙がっています。これは右下

の四角の関係機関、５つの関係機関で進行管理がなされるというような理解で

よろしいですか。 

  

事務局  進行管理と言いますか、一緒に事業を行っていくという考え方だと思います。

特に高齢者福祉の関係では、行政だけでは到底担えない事業がたくさんござい

ますので、地域の各関係者の方と一体となって事業を進めていくということで

書かせていただいています。 
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議        事        の        経        過 

発 言 者 発 言 内 容 

委員 その元になっているのが、３ページの介護保険関係の主な改正事項というも

のの中で２番、３番辺り、他もですが、財務状況の見える化とか生産性の向上

とか謳っていますので、５ページの右下の進行管理、６ページにはＰＤＣＡを

回していくというのは、関係機関で行われる。それで財務状況の見える化とい

うことになると、各介護サービス事業者の財務状況までここでオープンにされ

るということですか。 

  

事務局  進行管理の部分ですが、「介護保険運営協議会」で、介護保険の財政状況や、

認定状況など介護保険の運営全般の進捗や、経年の比較もしていただいていま

す。委員の中に経営面も分かる方がおられて確認していただいています。もう

一つの「地域包括支援センター運営協議会」は、地域包括ケアシステムに関す

ることを検討しています。 

  

委員  ４ページ、外国人介護人材、介護福祉士などと書かれていますが、これは具

体的に今現在何をされているのか、またされる予定があるのでしょうか。多分、

町内には外国人に日本語を教える資格を持っておられる方がいらっしゃるだろ

うけど、そういう方にお願いすればいいのかなと。 

  

事務局  ここに記載しているのは、主に県の取組です。外国人の人材確保をされてい

る中で、定着を目的に、施設で働いている外国の方の交流の場を持つといった

ことをされています。外国人を雇用されている事業所に通知ができたらいいの

ですが、それは町としてはあまり把握ができておりません。 

  

委員  私は初回を欠席しまして、まだ読めていない部分があり、この質問が今適切

かどうか分かりませんが、説明の中で播磨町内にはサービスを提供する事業者

が少ないというような表現があったかと思います。 あと、ケアマネジャーと

いうような立場の方ももしかしたら播磨町にはそんなに多くないのかなという

ふうにも感じています。 

今回このような計画を立てていく中で、サービス事業所がもっと数が増える

ようなインセンティブを与えるようなこと。それからケアマネジャーの数が増

えるようなことに関して、具体的な内容というのはどんな感じなのでしょうか。 

  

事務局  事業所の数については、やはり町が小さく、事業所数も少ない中で、住民の

方は、町内の事業所だけではなく近隣の事業所を使われながらやっている状況

です。その中で今はなんとかサービスは回っております。 

今後、人数が増えてきてどうなるかという予測は、後々出てくるサービス量

の見込みというところで、現状の数値や、推計をしていきます。今後どういう
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議        事        の        経        過 

発 言 者 発 言 内 容 

サービスや施設がいるか等を次回以降の議題としますので、その際にご意見い

ただけたらと思います。 

  

委員  分かりました。実は私の母も地域包括に話をして、ケアマネジャーを付けて

いただいたら、播磨町内のケアマネジャーではなくて違和感を覚えました。播

磨町外だからといって問題があるわけではありませんが、播磨町内で必要な機

能を全部持つというような方向性が可能であれば、その方が望ましいと思いま

す。無理をして数を増やすだけでは質が伴わないでしょうから、今おっしゃっ

たように需要と供給、それから質も含めて、数値を元に今どうするべきか、今

後どうしたらいいのかというのを具体的にきちんと検討していくことが出来れ

ばいいかなと思います。 

  

会長  他にございませんか。それではございませんようですので、協議事項（２）８

期計画の振り返りから９期計画に向けて、事務局より説明をお願いします。 

 

  

事務局 協議事項（２）８期計画の振り返りから９期計画に向けて説明 

  

委員  計画を新しく作るということで、基本目標２ 認知症への理解を深めるための

普及啓発となっていますが、もう一つ、認知症の方とのコミュニケーションの

取り方というのを入れることは出来ないでしょうか。認知症だなと思っていて

も近くにいる人とコミュニケーションをどのように取るかなと。ああしろ、こ

うしろじゃなくて、単純に言えばあいさつするだけでもいいのですが、身構え

てしまうのはよくないなと。普及をさらに深めて、コミュニケーションの取り

方というのを考えていただければありがたいと思います。それは最初に問題に

なっていたごみの収集の問題にも繋がってくると思います。 

事務局  ご意見としていただき、また検討させていただきます。 

  

委員  №．18～20 辺りに記載があるのですが、地域包括支援センターの機能強化と

書いてあるところがあります。地域包括支援センターの機能強化はすごく重要

なことだとは思いますが、これから高齢化が進み、人口減少が進むという世の

中において、地域包括支援センターの方だけがどんどん職員が増えていくとい

うのは多分あり得ないと思います。それは播磨町役場の保険課の皆さんも同じ

く、人口減少の波に乗っていくと思います。 

 行政だけではなく、個々で私たち宮ノ裏自治会ではボランティアの方を募っ

て助け合い活動をしています。ケアマネジャーとかヘルパーさんではできない

ちょっとしたお手伝いというのをできるように社会福祉協議会とも連携を取り
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発 言 者 発 言 内 容 

ながらやっているというボランティア団体もありますので、そういうのも地域

包括支援センターと連携を取りながら、何も地域包括支援センターだけがやる

のではなく、地域の住民の方を巻き込んでやっていくという体制を取ってみる

というのはどうなのかなと思いました。その辺はいかがでしょうか。 

  

事務局  この項目は地域包括支援センターの機能強化ということで、決まっている包

括の業務に関してどのような体制で行うかというような内容を書いておりま

す。逆に今、お話しいただいたのは基本目標１のほうで、今回、生活体制整備の

部分は説明を割愛させていただきましたが、№9 の社会参加の促進の部分でボ

ランティア活動を就労的な活動というような大きな意味で書いています。生活

体制整備事業として、社会福祉協議会主になって現在、町内で野添コミュニテ

ィセンターと南部コミュニティセンターで地域の困りごとを話し合う協議体の

取り組みが進んでいます。今後は、地域包括支援センター等とも連携しながら、

徐々にこの取り組みを地域に広げようと考えております。逆にこちら箇所に地

域と包括等が連携するということを記載させていただこうと思います。 

  

委員  もう一点ですが、見守りネットワークというところで、保険課の担当ではな

いかもしれませんが、見守りカメラというのは何年度に播磨町内に整備完成す

る予定ですか。 

 あともう一点は、これはお願いですが、先ほど冒頭に質問がありましたが、

確かに播磨町役場の中で色々部署が分かれている。これは致し方ないことだと

は思いますが、例えば、住民の方が保険課に来られて、聞いた内容が住民課で

あったら、住民課にアポイントを取ってこんな方がいらっしゃいますよという

のを伝えて対応いただくようにしてもらいたいです。というのも、電話をして

も、役場の窓口に行っても必ずこれはここではないです、あっちですと。それ

で終わります。それはないだろうといつも思います。そういうふうな進め方で

横との連携を役場の中でもしていただきたいと思います。これはお願いです。

以上です。 

  

事務局  見守りカメラですが、令和６年度中に設置する予定にしています。見守りタ

グについては、令和７年度から導入予定で今検討を進めているところです。 

  

事務局  協議事項（３）その他について説明 

  

 （終了） 

 


